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都市域では非透水性の土地利用が都市地表面を覆い尽くしておりこのために浸

水被害が増大している．その対策として私有地内に雨水浸透ますを設置してもら

うことが急がれる．その整備促進には住民や企業の理解が不可欠だが設置するこ

との意義は必ずしも理解されていない．整備効果が設置者に帰着せず設置を受け

入れられにくい場合もある．そこで一般市民による私有地内への雨水浸透ます整

備に対する支払意思額をＣＶＭを用いて推定した．結論として雨水浸水ますを認

知している人ほど地域の問題として捉えずとも，また設置効果を示すコンピュー

タグラフィックスを見せずとも高い支払意思額を示す等の分析結果が得られた．  
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